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I．はじめに

近年，IT化が急速に進歩し，VDT（Visual Display
Terminals）が広く職場に導入されてきた．厚生労働省の
「技術革新と労働に関する実態調査１）」によると，コン
ピュータ機器を使用している事業所の割合は急速に増加
している．現代の就労環境において VDT作業は欠かせ
ないものであるが，それに伴う健康への影響が懸念され

る２）．
VDT作業による健康障害は，同じ作業を長時間行う

ことによる身体的疲労や精神的疲労であり，これまで
VDT作業が及ぼす健康障害３‐９）や，それらの健康障害を
改善するための方法３，１０‐１２），健康障害を予防するための
休息の効果１３，１４）について数多く報告されている．一連続
作業時間後に小休止をとることが望ましいが，VDT作
業時間管理対策を行っている事業所の割合は 10.3%であ
る１）．作業管理として，VDT作業中に定期的に小休止を
とることができるような取り組みが必要である．
そこで，VDT作業中に小休止を知らせる VDT作業時
間管理アプリケーションの導入により，作業者の自覚症
状が軽減するかどうかを明らかにすることを目的として
本調査を実施した．

II．対象と方法

1．対象
近畿県内にある企業 A社において，1日の主な業務が
パソコン作業である社員 53名を対象に調査を行った．

2．VDT作業時間管理アプリケーション
本研究で用いた VDT作業時間管理アプリケーション

は，M2Mテクノロジーズ株式会社が制作・開発した
「VDT Private Eye１５）」（以下 VDTアプリと記す）であっ
た．VDTアプリは，キーボードの入力やマウスの動きを
Operating Systemよりイベントとして通知を受け，同通
知をもとに作業休止タイマーが進行・停止する機能を有
している．一連続作業時間が 60分になると，パソコンモ
ニター上に VDTアプリの画面が自動で立ち上がり，小
休止の時間であることを知らせるため，一時的に作業が
中断される．

3．方法
調査には質問紙を用いた．施設担当者は対象者へ質問
紙を配布し，対象者は質問の回答（入力データ）を施設
担当者にメールで送信する方法で回収した．調査は無記
名で行ったが，VDTアプリの導入前後の比較を行うた
めに，社員番号の記載を依頼した．社員番号は，施設担
当者が調査用 IDに変換した．
VDTアプリ導入前の調査は 2015年 7月に行い，導入
後の調査は 2か月後の 9月に行った．この間に，社員は
交代しながら夏季休暇を取得している．また，VDTの作
業時間に係る特別な指導等は行われていない．
VDTアプリ導入前の調査内容としては，属性として

性別，年齢，勤務時間，仕事の忙しさ，作業の種類など
について調査した．VDT作業については，1週間あたり
の作業日数や 1日の平均作業時間，長い時の 1日作業時
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間，1回あたりの平均作業時間，長い時の 1回作業時間，
作業中の小休止の有無，小休止に対する意識について調
査した．
VDT作業者の身体的不調は，眼の痛みや疲れなどの
眼症状，くびや肩のこり・痛みなどが多いことから４），自
覚症状としては，最近 1か月の眼や筋・骨格系の自覚症
状，精神的な疲労などの 25項目を採用した．回答は「な
い」「気になるほどではない」「気になる」「仕事や生活に差
し支える」の 4件法で求めた．
導入後の調査内容は，導入前の調査内容に加え，眼や
筋・骨格系，精神疾患などの病歴の有無や VDTアプリ
導入後の利用頻度や作業の邪魔になったかどうか，VDT
アプリが鳴った時の小休止の有無について調査した．

4．解析方法
VDTアプリ導入前後における VDT作業状況や自覚

症状などの比率の比較にはマクネマー検定を行った．統
計解析ソフトは，SPSS ver 23 for Windowsを用い，有意
確率は 5%未満とした．

5．倫理的配慮
対象施設の担当者に対し研究の趣旨について説明を行
い，研究協力を依頼した．対象者には，研究の趣旨や自
由意思による参加であること，研究への不参加や途中離
脱があっても不利益を被らないこと，無記名での回答で
あるが VDTアプリ導入前後を比較するために社員番号
の記載が必要であること，データは研究以外で使用しな
いこと，データの解析は統計学的処理を行い，企業や個
人が特定されることはないこと，回答をもって研究参加
に同意を得たと判断することについて記載した文書を添
付した．
本研究は，和歌山県立医科大学倫理委員会において承
認後，実施した．

III．結 果

1．属性
VDTアプリ導入前の入力データの回収数は 53，導入
後は 40であり，導入前後で比較可能な 39を有効回答数
とした（有効回答率 73.6%）．
対象者（導入前）は，男性が 76.9%で多く，年齢は 30
歳以上 50歳未満が 64.1%で半数以上を占めていた．作業
の種類については（複数回答），文章作成やメール受信な
どの対話型が 90.5%，機器の操作などのその他の型が
41.5%，プログラム作成などの技術型が 39.5%であった．
1日あたりの勤務時間や仕事の忙しさは導入前後に有意
な差がなく，1日あたりの勤務時間は，8-10時間が導入前
61.5%，導入後 53.8%と最も多く，仕事の忙しさは「とて

も忙しい」「まあまあ忙しい」と回答した者が導入前
74.3%，導入後 78.9%であった．

2．VDT作業の状況
VDTアプリ導入前後における VDT作業の状況につ

いて比較すると（表 1），1週間あたりの作業日数，1日の
作業時間，1回あたりの作業時間，作業中の小休止の有無
や小休止に対する意識に差はみられなかった．

3．VDTアプリの利用頻度とVDTアプリによる小休止
VDTアプリの利用頻度については，週に 4-5回利用し
ている者が 82%で最も多かった．VDTアプリの利用が
VDT作業の邪魔になったと回答した者が 51.3%で最も
多かった．VDTアプリが鳴った時の小休止の有無につ
いては「どちらともいえない」が 46.2%で最も多く，「あ
まり小休止しなかった」が 37.5%，「ほとんど小休止した」
が 10%であった．

4．最近 1か月の自覚症状
VDTアプリ導入前後における最近 1か月の自覚症状
を比較すると（表 2），「眼が充血する」「くびや肩がこる」
「眠りが浅い」の 3項目で有意な差が認められた．「眼が
充血する」については，導入後に「症状がない」者が減
少し，「気になるほどではない」者が増加したが，視力低
下やドライアイなどその他の眼症状について変化はみら
れなかった．「くびや肩がこる」「眠りが浅い」については，
導入後に「気になる」者が減少し，「気になるほどではな
い」者が増加した．

IV．考 察

1．VDT作業およびVDTアプリ利用の状況
対象者は主な業務が対話型の VDT作業であり，1日

あたりの勤務時間が 8-10時間の者が最も多く，仕事の忙
しさは「とても忙しい」「まあまあ忙しい」と回答した者
が 7割以上であったことから，長時間の VDT作業を要
する労働環境といえる．
VDT作業の状況については，VDTアプリ導入前後に

おける作業日数や作業時間に差がなかったことから，導
入前後において労働環境に大きな差はないと考えられ
る．
VDTアプリの利用頻度については，対象者の 8割以

上が週に 4-5回利用しており，VDTアプリの利用が
VDT作業の邪魔になったと回答した者が最も多かっ
た．VDTアプリ導入前後において，小休止の有無や小休
止に対する意識に差はみられず，VDTアプリの利用に
より小休止をしたと回答した者は 1割であった．しかし，
対象者の 8割以上が VDTアプリを週に 4-5回利用して
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表 1.　VDTアプリ導入前後におけるVDT作業の状況

導入前（人） 導入後（人） p

1 週間あたりの作業日数 0-1 日  0  0

0.157
2-3 日  1  1
4-5 日 31 28
6 日  6 10
無回答  1  0

1 日の平均作業時間 1時間以内  0  0

0.102
1-2 時間  1  2
2-4 時間  3  4
4 時間以上 35 33

長い時の 1日作業時間 1時間以内  0  0

0.180
1-2 時間  0  1
2-4 時間  1  2
4 時間以上 38 36

1 回あたりの平均作業時間 1時間以内  5  5

0.090
1-2 時間 15 18
2-4 時間 13 10
4 時間以上  6  6

長い時の 1回作業時間 1時間以内  2  2

0.523
1-2 時間  9  7
2-4 時間  7 11
4 時間以上 21 19

作業中の小休止の有無 ほとんどとらない 12 10
0.167どちらともいえない 17 18

とっている 10 11

小休止に対する意識 意識していない 18 17

0.685
どちらともいえない 14 10
意識している  5 11
無回答  2  1

p；マクネマー検定（無回答を除いて実施）

おり，約半数の者が作業中に VDTアプリが鳴ることを
邪魔に感じていた．このことから，一時的ではあるが作
業の中断を余儀なくされる状況になり，操作が止まる程
度の小休止が生じていたものと考えられる．

2．VDTアプリ導入前後における自覚症状の変化
VDTアプリ導入前後における最近 1か月の自覚症状
を比較すると，「眼が充血する」「くびや肩がこる」「眠りが
浅い」の 3項目において有意な差が認められた．
VDT作業者の眼症状についてこれまでも報告されて
いるが，「眼が充血する」はドライアイや眼の疲れ，乾燥
など複数の症状を合併している６）．しかし今回の調査に
おいては，「症状がない」者が導入後に減少し，「気にな
るほどではない」者が増加したが，視力低下やドライア
イなどその他の眼症状について変化はみられず，今回の
症状は軽症または一時的なものであると考える．眼症状
の原因として，まばたき回数の減少や空調設備からの風
が直接眼にあたること，パソコン画面と書類を交互に見
る場合，それぞれの明るさが大きく異なることなどが考

えられており３），VDT作業の時間管理に加えて，このよ
うな原因に対する取り組みも重要である．猫背姿勢で作
業をするなど姿勢が悪い者に眼症状や肩こりなどの症状
がみられたという報告１６）もあり，作業時の姿勢の改善も
重要といえる．
「くびや肩がこる」については，VDT作業そのものの
他にも姿勢およびその持続時間が影響するとされてお
り３，１６），くびや肩の症状に影響する姿勢としては，頭を前
に大きく傾けることやキーボードを打つ時に腕や手首を
のせる支持台がないこと，同一の姿勢を続けることが影
響していると考えられる．VDTアプリを利用すること
で，一時的に操作が止まることに伴う小休止が姿勢を変
えることにつながり，くびや肩の症状が緩和したと考え
られる．
不眠症状は，身体的疲労に加えて作業の単調さ，責任
の大きさ，人間関係の難しさなどの精神的疲労が複雑に
絡み合って生じる場合が多い３）が，事務系職員の VDT
作業時間との関連も報告されている１７）．今回，VDTアプ
リを使用することにより，「眠りが浅い」の程度に改善が
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表 2.　VDTアプリ導入前後における最近 1か月の自覚症状

導入前
（人）

導入後
（人） p

導入前
（人）

導入後
（人） p

眼が疲れる ない 6 7

0.763

眠りが浅い ない 13 14

0.033
気になるほどではない 11 7 気になるほどではない 12 15
気になる 20 23 気になる 12 9
生活や仕事に差し支える 2 1 生活や仕事に差し支える 2 0
無回答 0 1 無回答 0 1

眼が充血する ない 23 13

0.012

休んでも疲れがと
れない

ない 8 8

0.083
気になるほどではない 8 16 気になるほどではない 10 13
気になる 8 9 気になる 16 14
生活や仕事に差し支える 0 0 生活や仕事に差し支える 5 3
無回答 0 1 無回答 0 1

眼がかすむ ない 17 13

0.334

指や手，腕が痛い ない 25 22

0.346
気になるほどではない 11 13 気になるほどではない 10 9
気になる 10 12 気になる 4 6
生活や仕事に差し支える 1 0 生活や仕事に差し支える 0 1
無回答 0 1 無回答 0 1

視力が低下した ない 15 14

0.109

指や手，腕がしび
れる

ない 29 24

0.346
気になるほどではない 9 14 気になるほどではない 9 10
気になる 12 8 気になる 1 3
生活や仕事に差し支える 3 2 生活や仕事に差し支える 0 1
無回答 0 1 無回答 0 1

ドライアイ ない 22 18

0.366

指や手，腕が疲
れる

ない 25 22

0.359
気になるほどではない 8 11 気になるほどではない 9 10
気になる 9 9 気になる 4 5
生活や仕事に差し支える 0 0 生活や仕事に差し支える 1 0
無回答 0 1 無回答 0 2

眼の奥が痛い ない 23 19

0.305

くびや肩がこる ない 6 5

0.007
気になるほどではない 10 12 気になるほどではない 7 14
気になる 5 6 気になる 19 16
生活や仕事に差し支える 1 1 生活や仕事に差し支える 7 3
無回答 0 1 無回答 0 1

物がだぶって見
える

ない 24 20

0.257

くびや肩がだるい ない 11 12

0.103
気になるほどではない 7 9 気になるほどではない 9 14
気になる 7 7 気になる 14 9
生活や仕事に差し支える 1 1 生活や仕事に差し支える 5 3
無回答 0 2 無回答 0 1

物がぼやける・
かすむ

ない 18 16

0.449

くびや肩が痛い ない 15 17

0.166
気になるほどではない 9 9 気になるほどではない 7 8
気になる 11 11 気になる 11 9
生活や仕事に差し支える 1 1 生活や仕事に差し支える 6 4
無回答 0 2 無回答 0 1

眼がヒリヒリする ない 30 24

0.054

背中が疲れる ない 17 16

0.813
気になるほどではない 6 9 気になるほどではない 13 12
気になる 3 4 気になる 7 8
生活や仕事に差し支える 0 1 生活や仕事に差し支える 2 1
無回答 0 1 無回答 0 2

まばたきが多い ない 22 17

0.096

背中が痛い ない 22 22

0.417
気になるほどではない 11 12 気になるほどではない 9 9
気になる 4 7 気になる 6 7
生活や仕事に差し支える 2 1 生活や仕事に差し支える 2 0
無回答 0 2 無回答 0 1

頭痛がする ない 20 16

0.417

腰が疲れる ない 12 15

0.146
気になるほどではない 4 7 気になるほどではない 10 12
気になる 13 12 気になる 17 11
生活や仕事に差し支える 2 2 生活や仕事に差し支える 0 0
無回答 0 2 無回答 0 1

いらいらする ない 12 14

0.335

腰が痛い ない 16 18

0.103
気になるほどではない 14 13 気になるほどではない 7 13
気になる 11 8 気になる 15 7
生活や仕事に差し支える 2 2 生活や仕事に差し支える 0 1
無回答 0 2 無回答 1 0

寝つきが悪い ない 19 18

0.302
気になるほどではない 11 13
気になる 7 6
生活や仕事に差し支える 2 0
無回答 0 2

p；マクネマー検定（無回答を除いて実施）
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みられた．小休止の取得による一連続作業時間の制限と
不眠症状との関連を示す研究は，他に見あたらない．た
だ，本研究で用いた睡眠に関する項目は「寝つきが悪い」
と「眠りが浅い」のみであり，対象者数も少ないため，
小休止による不眠の改善効果と解釈するには限界があ
る．

3．本研究の限界と今後の課題
本研究の限界と今後の課題としては，今回は 1施設の
調査であったことから，今後は対象施設を増やし調査し
ていく必要があると考える．今回の調査では VDTアプ
リ導入前後における勤務時間や仕事の忙しさ，VDT作
業の状況など労働環境について確認したが，自覚症状に
は労働以外の日常生活の影響も大きいと考えられる．そ
のため，今後は休暇取得状況など日常生活の影響につい
ても調査し，検討していく必要がある．また，継続して
VDTアプリを利用し，小休止に対する VDT作業者の意
識を高め，作業中の小休止を推進していくことが，VDT
作業による身体不調の予防につながると考えられる．

V．結 語

本研究において，VDTアプリの導入後は，導入前に比
べて「くびや肩がこる」「眠りが浅い」の自覚症状に改善
がみられた．
VDTの時間管理は，作業者への教育だけでは順守す

ることが難しい場合が多い．本研究の結果から，教育に
加えて，VDTアプリのように工学的な対策など，形ある
ものや具体的な行動に結びつくようなものが効果的であ
ることが示唆された．

利益相反自己申告：申告すべきものなし
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